
   

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

（注）22年３月期第１四半期の１株当たり四半期純利益につきましては、平成21年９月１日を効力発生日とした株式分割
を考慮しておりません。詳細は「（ご参考）株式分割に伴う遡及修正値」をご覧下さい。  
  
（２）連結財政状態 

  
２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 
  
３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  14,577  6.6  351  29.6  361  31.5  94  △31.5

22年３月期第１四半期  13,671  24.2  271  182.8  275  214.0  137  159.9

  
１株当たり 
四半期 
純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  763  04  －      

22年３月期第１四半期  2,228  95  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  

  
百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  27,128  9,816  36.2  79,325  82

22年３月期  27,539  9,814  35.6  79,310  58

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 9,816百万円 22年３月期 9,814百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 －   500 00 － 750 00  1,250  00

23年３月期 －  

23年３月期（予想）  500 00 － 500 00  1,000  00

  （％表示は通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期   

連結累計期間  
 29,747  8.4  713  20.7  769  28.5  114  △51.9  928  60

通期  63,006  11.9  2,417  19.1  2,493  22.7  859  3.7  6,943  97



  

４．その他（詳細は、［添付資料］２ページ「その他の情報」をご覧下さい。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規   －   社 （社名）                        、除外  －   社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  

   (注)22年３月期第１四半期の期中平均株式数(四半期累計)につきましては、平成21年９月１日を効力発生日とした

     株式分割を考慮しておりません。 

  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続を実施中であります。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる仮定及び業績予想のご利用に当っての注意事項等については、四半期決算短信［添付資料］２ページ「連結業績

予想に関する定性的情報」をご覧下さい。  

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 125,184株 22年３月期 125,184株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 1,440株 22年３月期 1,440株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 123,744株 22年３月期１Ｑ 61,872株



 当社は、平成21年９月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施いたしました。当該株

式分割が前期首に行われたと仮定した場合の平成22年３月期第１四半期の１株当たり四半期純利益は以下のとおりです。 

  

  

（ご参考）株式分割に伴う遡及修正値

  １株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後  

１株当たり四半期純利益 

（連結） 

22年３月期第１四半期 

円  銭 

1,114.47

円  銭

－
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日～平成22年６月30日）における経済状況は、企業業績や設備投資

に回復の兆しがあるものの、雇用・所得環境及び個人消費は大きな回復に至らず、南欧の財政危機など不安定要素

が加わるなど、予断を許さない状況にあります。 

当社グループの主力である保険薬局業界におきましては、平成22年４月に診療報酬改定・薬価改定が実施され、

特に診療報酬改定においては10年ぶりのプラス改定となるなど業界全体に大きな変化をもたらしました。 

 このような環境のもと、当社グループは、主力である保険薬局事業の重点事業方針を「常に患者さまの視点に立

った“選ばれる薬局”づくり」とし、既存薬局施設の設備の充実を図るとともに医療サービスの向上に取り組みま

した。 

 当第１四半期連結会計期間におきましては、平成22年２月に連結子会社化したテイオーファーマシー株式会社22

店舗、及び新規に出店した４店舗の業績寄与により、当社グループの売上高は14,577百万円（対前年同期比6.6%増

加）、営業利益 百万円（対前年同期比 %増加）、経常利益 百万円（対前年同期比 %増加）となりまし

た。四半期純利益は、資産除去債務に関する会計基準の適用に伴う影響額105百万円を特別損失に計上したことに

より、 百万円（対前年同期比 ％減少）となりました。  
  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産の状況 

 当第１四半期連結会計期間末の資産合計は27,128百万円となり、前連結会計年度末から411百万円減少しており 

ます。 

 主な内容としましては、商品及び製品が 百万円増加した一方、売掛金が 百万円、及び長期借入金の返済に

より、現金及び預金が 百万円減少し流動資産合計では 百万円減少しております。また、新規出店等による増

加により、固定資産合計では 百万円増加しております。 

②負債の状況 

 当第１四半期連結会計期間末の負債合計は17,311百万円となり、前連結会計年度末から413百万円減少しており

ます。 

 主な内容としましては、仕入の増加に伴い買掛金が921百万円増加した一方、賞与引当金が417百万円、借入金が

百万円、及び未払法人税等が法人税等の支払い等により423百万円減少しております。 

③純資産の状況 

 当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、9,816百万円となり、前連結会計年度末から1百万円増加しており

ます。主な内容としましては、四半期純利益が94百万円計上された一方、配当金により92百万円減少しておりま

す。 

④キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間におきましては、営業活動によるキャッシュ・フローは売上債権の減少額 百万

円、仕入債務の増加額 百万円等により 百万円の収入となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは有

形固定資産の取得による支出 百万円等により 百万円の支出となりました。財務活動によるキャッシュ・フロ

ーは長期借入金の返済による支出 百万円等により 百万円の支出となりました。 

 この結果、現金及び現金同等物の減少は 百万円となり、当第１四半期連結会計期間末の現金及び預金同等物

の残高は 百万円となりました。 
  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間での当社グループ連結業績は、本連結会計年度の経営計画に従い順調に推移してお

り、引き続き堅調な業績推移が予想されます。従いまして、平成22年５月14日付で公表いたしました第２四半期連

結累計期間業績予想及び通期連結業績予想に変更はございません。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。   

  
（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 (簡便な会計処理)  

①棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度の実地棚卸高を基

礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

②繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

351 29.6 361 31.5

94 31.5

405 601

298 503

92

503

601

921 722

262 413

403 602

293

2,010

２．その他の情報



 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化が無いと認められるので、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プラン

ニングを利用する方法によっております。 

 (四半期財務諸表の作成に特有の会計処理) 

税金費用の計算 

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示

しております。  

  
（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31日)

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日)を適用して

おります。  

 これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ 千円減少し、税金等調整前四半期純利益が 千円減少

しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 千円であります。  

②企業結合に関する会計基準等の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成20年12月26日)、

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)、「「研究開発費等に係る会計基

準」の一部改正」(企業会計基準第23号 平成20年12月26日)、「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第

７号 平成20年12月26日)、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分)及び

「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26

日)を適用しております。  

③表示方法の変更 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、 

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

   

3,373 108,659

232,060



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,058,604 2,356,864

売掛金 7,776,212 8,377,662

商品及び製品 2,172,806 1,767,202

仕掛品 44,557 49,323

貯蔵品 68,400 65,675

繰延税金資産 538,949 538,949

その他 291,720 310,284

貸倒引当金 △16,588 △27,355

流動資産合計 12,934,663 13,438,607

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,671,101 2,474,200

工具、器具及び備品（純額） 786,674 754,257

土地 696,705 696,705

その他（純額） 107,168 161,673

有形固定資産合計 4,261,650 4,086,838

無形固定資産   

のれん 6,497,384 6,603,122

ソフトウエア 653,413 663,107

その他 98,374 133,598

無形固定資産合計 7,249,172 7,399,828

投資その他の資産   

敷金及び保証金 1,855,678 1,872,376

繰延税金資産 264,549 264,734

その他 564,676 479,498

貸倒引当金 △2,314 △2,317

投資その他の資産合計 2,682,589 2,614,291

固定資産合計 14,193,412 14,100,957

資産合計 27,128,075 27,539,565



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 10,192,700 9,271,045

1年内返済予定の長期借入金 1,613,444 1,614,944

未払法人税等 160,412 583,870

賞与引当金 412,735 830,688

その他 971,906 1,261,159

流動負債合計 13,351,199 13,561,707

固定負債   

長期借入金 3,556,333 3,958,569

退職給付引当金 78,683 77,082

資産除去債務 223,180 －

その他 102,584 127,998

固定負債合計 3,960,781 4,163,649

負債合計 17,311,981 17,725,357

純資産の部   

株主資本   

資本金 814,600 814,600

資本剰余金 6,767,005 6,767,005

利益剰余金 2,252,115 2,250,502

自己株式 △18,360 △18,360

株主資本合計 9,815,360 9,813,747

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 733 460

評価・換算差額等合計 733 460

純資産合計 9,816,094 9,814,208

負債純資産合計 27,128,075 27,539,565



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 13,671,587 14,577,858

売上原価 12,179,175 13,037,458

売上総利益 1,492,412 1,540,400

販売費及び一般管理費 1,220,856 1,188,475

営業利益 271,555 351,924

営業外収益   

家賃収入 2,487 2,397

受取手数料 8,696 8,734

負ののれん償却額 5,304 5,304

その他 4,476 14,021

営業外収益合計 20,964 30,458

営業外費用   

支払利息 16,536 16,380

持分法による投資損失 － 3,006

その他 840 1,263

営業外費用合計 17,376 20,650

経常利益 275,144 361,732

特別利益   

賞与引当金戻入額 12,558 43,485

固定資産売却益 － 5,942

国庫補助金 2,819 3,840

その他 － 18,056

特別利益合計 15,377 71,324

特別損失   

固定資産除却損 1,120 72,309

店舗閉鎖損失 1,322 －

固定資産圧縮損 2,036 1,479

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 105,285

その他 108 5,752

特別損失合計 4,587 184,827

税金等調整前四半期純利益 285,934 248,230

法人税等 148,025 153,809

少数株主損益調整前四半期純利益 － 94,421

四半期純利益 137,909 94,421



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 285,934 248,230

減価償却費 171,719 245,627

のれん償却額 86,892 105,738

持分法による投資損益（△は益） － 3,006

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,133 1,601

賞与引当金の増減額（△は減少） △278,417 △417,953

貸倒引当金の増減額（△は減少） △915 △10,770

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 105,285

固定資産除売却損益（△は益） 1,120 66,366

固定資産圧縮損 2,036 1,479

投資有価証券売却損 84 －

受取利息及び受取配当金 △575 △904

支払利息 16,618 16,541

たな卸資産の増減額（△は増加） △271,009 △415,559

売上債権の増減額（△は増加） △122,447 601,449

仕入債務の増減額（△は減少） 1,193,853 921,655

その他 103,745 △327,200

小計 1,183,506 1,144,594

利息及び配当金の受取額 575 280

利息の支払額 △16,273 △16,887

法人税等の支払額 △458,353 △405,181

営業活動によるキャッシュ・フロー 709,454 722,805

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △36,605 △450

定期預金の払戻による収入 30,091 5,500

有形固定資産の取得による支出 △177,680 △262,695

有形固定資産の売却による収入 － 309

関係会社株式の取得による支出 － △40,000

事業譲受による支出 △448,000 －

事業譲渡による収入 － 9,404

無形固定資産の取得による支出 △55,948 △57,633

貸付けによる支出 － △15,000

貸付金の回収による収入 446 5,437

敷金及び保証金の差入による支出 △51,149 △29,079

敷金及び保証金の回収による収入 24,603 11,495

投資有価証券の取得による支出 △95 △14,665

投資有価証券の売却による収入 539 －

その他 △34,811 △25,804

投資活動によるキャッシュ・フロー △748,611 △413,182



（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － △100,000

長期借入金の返済による支出 △304,879 △403,736

社債の償還による支出 △30,000 △10,000

配当金の支払額 △58,052 △87,400

その他 － △1,697

財務活動によるキャッシュ・フロー △392,931 △602,833

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △432,087 △293,210

現金及び現金同等物の期首残高 2,495,208 2,303,521

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,063,120 2,010,311



 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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